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連合新潟ホームページアドレス 

▲

 http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/　「齋藤会長＠ブログ」発信中！

2月の主な活動
	 1日	第2回女性委員会
	 	連合新潟賃金学習会
	 4日	第55回地方委員会
	 5日	第2回労働条件委員会
	 7日	労働相談ダイヤル研修会
	 9日	第2回政策委員会
	12日	新潟県・食と環境
� ネットワーク第8回総会
	12～14日　労働相談ダイヤル
� キャンペーン
	13日	第4回四役会議
	 	第1回三役懇談会
	 	第9回県議会議員懇談会
	14日	土曜労働相談会
	16日	官公部門連絡会
	18日	第4回執行委員会
	21日	第2回青年委員会
	 	地協青年代表者会議
	25日	交通部門連絡会
	26日	STOP THE 格差社会
� 街頭行動（新発田）

Ａ ：減給制裁が適法となるには、就業規則に定められていることが
必要です。就業規則に書かれていない場合は、違法と言うことになります。
　仮に就業規則に減給制裁について書かれていたとしても、労基法では
減給額を制限しています。具体的には、①１回の額が平均賃金の１日分
の半額以内、②総額が一賃金支払い期の賃金総額の10分の１以内、とし
ています。
　いわゆる賃金カットには、減給制裁として行われるものと、不就労時
間（遅刻・早退など）に対する措置として行われるものとがあるため、
注意が必要です。
　給料明細と就業規則をよく確認し、不当な賃金の減額がないようチェ
ックしていきましょう。

Ｑ：仕事でミスをしてしまった
のですが、その後もらったボ
ーナスが減額されていました。
会社に聞くと「ミスしたこと
への減給処分だ」とのことな
のですが、違法ではないので
しょうか？

第288号� 2015.2.15

第86回 新潟県中央メーデー
日　時：2015年５月１日（金）
　　　　入場行進10：10～
　　　　式典開始10：25～

会　場：新潟市陸上競技場
　　　　　　　補助競技場

日　時　2015年３月７日（土）15：30～
会　場　新潟市・バスセンタービル４階

にいがたユニオン第21回定期総会

国際女性デー第22回にいがた集会
日　時　2015年３月８日（日）10：00～12：00
会　場　新潟市・コープシティ花園４階
　　　　　　　　ガレッソホール

各地協・支部総決起集会日程
（２月５日までの報告分）

地協・支部名 日　　時 会　　場

下 越
（新発田/阿賀野）

３月25日（水）
18：00

新発田市
カルチャーセンター

新潟／県中央 ３月４日（水）
18：30 新潟市音楽文化会館

佐 渡 ３月18日（水）
18：30 アミューズメント佐渡

県 央 ３月10日（火）
18：30

燕三条地場産センター
マルチメディアホール

中 越 ３月６日（金）
18：30 長 岡 市 立 劇 場

柏 崎 ３月12日（木）
18：30 柏崎市産業文化会館

上 越 ３月４日（水）
18：30 リージョンプラザ上越

2015春季生活闘争
新潟県中央総決起集会

（連合新潟・新潟地協の共催）

と　き　３月４日（水）18：15～
ところ　新潟市・新潟市音楽文化会館

※終了後、デモ行進

賃
上
げ
・
労
働
条
件
改
善
に
向
け

�

闘
争
開
始
宣
言

二
〇
一
五
年

春
季
生
活
闘
争
開
始
を

�

街
頭
で
ア
ピ
ー
ル

　

ひ
き
つ
づ
き
開
催
さ
れ
た

「
第
一
八
回
統
一
地
方
選
挙
推

薦
候
補
激
励
集
会
」
で
は
、
連

合
新
潟
推
薦
の
県
議
会
議
員
候

補
者
と
新
潟
市
議
会
議
員
候
補

者
二
七
人
に
、
齋
藤
会
長
か
ら

推
薦
決
定
書
が
手
渡
さ
れ
、
本

人
及
び
関
係
構
成
組
織
か
ら
の

決
意
表
明
後
、
齋
藤
会
長
の
必

勝
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
し
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
七
時
よ
り
新
潟
駅

前
に
お
い
て
春
季
生
活
闘
争
開

始
宣
言
の
街
宣
行
動
を
行
い
、

「
賃
上
げ
・
底
上
げ
・
底
支
え
・

格
差
是
正
」
に
全
力
を
挙
げ
る

こ
と
を
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
二
月
四
日
新

潟
市
・
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
第

五
五
回
地
方
委
員
会
を
開
催
し
、

役
員
、
地
方
委
員
な
ど
お
よ
そ

一
一
〇
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
、
前
回
の
定
期

大
会
で
決
定
し
た
、
組
織
拡
大

を
最
優
先
に
、
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
の
実
現
を
は

月例賃金の底上げ・
総実労働時間短縮

じ
め
と
し
た
、
運
動
の
前
進
に

取
り
組
む
と
し
て
、
当
面
の
課

題
に
つ
い
て
、
①
二
〇
一
五
春

季
生
活
闘
争
は
、「
底
上
げ
・

底
支
え
」「
格
差
是
正
」
に
取

り
組
み
、「
デ
フ
レ
か
ら
の
脱

却
」
と
「
新
し
い
サ
イ
ク
ル
で

の
経
済
の
好
循
環
実
現
」
を
は

か
る
闘
い
と
位
置
付
け
、『
賃

上
げ
』『
時
間
短
縮
』『
政
策
・

制
度
要
求
の
実
現
』
を
三
本
の

柱
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
職
場

に
目
を
向
け
た
時
に
、「
私
た

ち
の
運
動
と
し
て
で
き
る
こ

と
」
と
し
て
、
総
実
労
働
時
間

の
縮
減
と
し
て
、「
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
率
の
向
上
」
を
方

針
に
盛
り
込
み
取
り
組
む
、
②

組
織
拡
大
は
、
二
〇
二
〇
年
の

『
一
〇
〇
〇
万
連
合
』
に
お
け

る
一
六
万
連
合
新
潟
組
織
に
向

け
て
、構
成
組
織
と
連
合
新
潟
・

各
地
域
協
議
会
の
タ
テ
と
ヨ
コ

が
し
っ
か
り
か
み
合
い
、
実
を

上
げ
る
取
り
組
み
の
展
開
を
組

織
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
、

③
政
治
課
題
で
は
、
地
域
に
お

第
18
回
統
一
地
方
選
挙
勝
利
！

�

激
励
集
会
開
催

け
る
要
請
や

政
策
制
度
の

実
現
に
お
い

て
連
携
協
力

関
係
を
持
つ

自
治
体
議
員

の
存
在
は
大

変
重
要
で
特

に
、
連
合
推

薦
・
支
持
議

員
の
空
白
市

町
村
を
生
じ

さ
せ
な
い
取

り
組
み
を
、

引
き
続
き
関

係
組
織
と
十

分
な
連
携
と

強
化
を
図
る
。

四
月
の
統
一

自
治
体
選
挙

は
、
候
補
者

の
推
薦
・
応

援
に
あ
た
っ

て
連
合
新
潟

が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
取
り
組

め
る
よ
う
、
各
構
成
組
織
の
理

解
を
得
な
が
ら
、
引
き
続
き
そ

の
地
盤
作
り
に
取
り
組
む
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
二
○
一
五
春

季
生
活
闘
争
、
第
四
七
回
衆
議

院
選
挙
（
ま
と
め
）
な
ら
び
に

年
間
主
要
活
動
日
程
の
議
案
が

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
委
員
会
で
退
任
さ

れ
た
江
部
執
行
委
員（
全
水
道
）、

そ
し
て
新
た
に
任
に
就
か
れ
た

高
野
執
行
委
員
（
全
水
道
）、

女
性
委
員
会
総
会
で
就
任
し
た

池
田
委
員
長
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
よ

り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。



連　　　合　　　新　　　潟

連合新潟
執行委員

13%

13%

74%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

メールが多い

半々くらい

年賀状が多い

鳥屋野潟清掃の様子

連合本部・須田総合労働局長

Go

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2015年２月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第288号

　情報労連（情報産業労働組合連合会）は、主に情報通信・情報サ
ービス・通信建設・印刷・運輸・製造・建築・ビルメンテナンスな
どに働く約260加盟組合、約21万8000名の仲間で構成していま
す。
　私たちは、労働組合としての「産業政策」の確立と実現、より多
くの仲間を結集する「組織拡大」を重視し、雇用や労働条件の方向
性を明示し安心感を醸成すること、より多くの仲間が集まることに
よって、より大きな力を発揮することを目標としており、雇用や暮
らしの先行き不安が高まっている今、安心して働ける職場の創造や
セーフティーネットの構築が大切だとの考えのもと、組合員の利益
につなげるためにはどのような活動が必要なのかを常に考えながら
行動しています。
　特徴的な活動に「明日 Earth
（平和運動・環境保全・社会福
祉・被災地ボランティアほか）」
がありますが、新潟県協では、
新潟市中央区の実行委員会が主
催する鳥屋野潟周辺の清掃活動
に、毎年多数の組合員・家族か
ら参加いただいています。
　「2015春闘」「政治活動推進」「男女平等参画推進」をはじめ重
点課題は多岐にわたりますが、最大の懸案事項は「組織拡大」であ
り、連合新潟と地協からの支援・協力をも得つつ、より多くの仲間
を増やし、ともに活動することをめざしています。
� 情報労連新潟県協議会 議長　池田浩昭

6
情報労連新潟県協議会

あ
れ
か
ら
９
ヶ
月
が
経

過
し
、
現
在
２
歳
半
に

な
っ
た
孫
は
、
反
抗
期

に
突
入
し 

、
と
う
と

う
‘
怪
獣
ま
さ
と
ん
’

と
化
し
た
…
こ
れ
も
成

長
の
証
と
思
う
今
日
こ

の
頃
（
笑
）。
昨
年
末

に
数
年
ぶ
り
に
広
島
に

嫁
に
行
っ
た
友
達
と
会
っ
た
。
５

人
で
忘
年
会
の
よ
う
な
歓
迎
会
の

よ
う
な
、
よ
う
す
る
に
飲
み
会
を

し
た
。
勢
い
（
？
）
で
今
年
は
絶

対
に
広
島
へ
行
こ
う
と
誓
い
合
っ

た
。
農
繁
期
は
だ
め
だ
と
か
…
夏

は
あ
っ
ち
ぇ
～
と
か
…
結
局
時
期

は
決
ま
ら
ず
、
話
は
あ
っ
ち
に
Ｇ

Ｏ
！
こ
っ
ち
に
Ｇ
Ｏ
！
で
楽
し
い
一

夜
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い

っ
た
。
で
、
新
年
会
で
時

期
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
決
ま
る
か
な
（
笑
）

12～1月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�年始のあいさつは、年賀状？メール？
　メールの普及に伴い、年始のあいさつもメールで行
われることも多くなりましたが、まだまだ年賀状での
あいさつが多数を占めました。「年賀状のやり取りだ
け」という方もいるかもしれませんが、年に１回、お
互いの近況を報告し合うことで、つながり続けられる
ということもありますね。年賀状・メール、効果的に
使って、つながりを深めていきたいものです。
　２月のＨＰアンケートは、カゼ予防に関する話題で
す。投票をお待ちしています。

土曜相談会 ３月は14日に開催

＜沖縄＞  2015年 ６ 月23日（火）～25日（木）
＜広島＞  2015年 ８ 月 ４ 日（火）～ ６ 日（木）
＜根室＞  2015年 ９ 月11日（金）～13日（日）

※広島は親子参加が可能です。
　夏休みに歴史と平和を学ぶ旅へ
　　　　　　　　　　　親子でどうぞ！

毎年参加者からは、平和の大切さを実感したという
感想が寄せられています。

連合車が県内を回ります
労働相談ダイヤル街宣キャンペーンを実施
２月16日（月）～３月６日（金）の日程で県内を走り、朝夕の通勤時間帯、
工業団地・主要箇所で、チラシ・ティッシュを配布し連合の運動を広く周
知します。

※連合新潟ホームページに街宣車の活動を掲載します。
　「新潟県内キャラバン街宣日記」をクリックしてご覧下さい。

参加者

募集中! 平和行動 in 

　沖縄、 広島、 根室

賃
金
制
度
の
構
築
を

２
０
１
５
春
季
生
活
闘
争

　

二
月
一
日
、
新
潟
市
・
万
代

シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
連

合
本
部
・
須
田
総
合
労
働
局
長

を
講
師
に
招
き
「
二
〇
一
五
春

季
生
活
闘
争 

賃
金
学
習
会
」

を
開
催
し
、
各
構
成
組
織
・
単

組
か
ら
七
〇
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

学
習
会
で
は
、「
賃
金
テ
キ

ス
ト
二
〇
一
四
」
を
用
い
て
、

賃
金
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
賃
金
制

度
が
未
整
備
の
組
織
に
お
け
る

制
度
構
築
に
向
け
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

賃
金
制
度
の
構
築
を
行
う
こ

と
は
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
、

同
期
入
社
の
賃
金
格
差
な
ど
の

是
正
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

し
て
最
も
重
要
な
の
は
、
賃
金

制
度
が
し
っ
か
り
と
整
っ
て
い

る
こ
と
に
よ
り
人
生
設
計
を
組

み
立
て
や
す
く
な
り
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
を
参
考
と
し
て
、

賃
金
制
度
が
構
築
さ
れ
て
い
る

組
合
に
つ
い
て
も
今
一
度
見
直

し
を
行
い
、
構
築
さ
れ
て
い
な

い
組
合
に
つ
い
て
は
実
現
す
る

よ
う
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

働
く
者
の
労
働
条
件
向
上
を

め
ざ
し
、
職
場
と
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、
労

働
組
合
が
一
致
団
結
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
よ
う
。

　

二
月
七
日
（
土
）、
勤
労
福

祉
会
館
に
お
い
て
、「
な
ん
で

も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
担
当
者

研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
月
一
二
日
（
木
）
～
一
四
日

（
土
）
に
か
け
て
全
国
の
連
合

で
配
置
さ
れ
る
「
パ
ー
ト
・
派

遣
・
契
約
社
員
の
労
働
相
談
駆

け
込
み
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
合
わ
せ
、

各
地
協
で
労
働
相
談
に
あ
た
る

担
当
者
に
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
対
応

の
基
本
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
連
合
新
潟
の
林
組
織

対
策
部
長
が

「
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
を
受
け

る
に
あ
た
っ

て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講

演
を
行
い
ま

し
た
。
基
本

的
な
労
働
相

談
の
流
れ
を

確
認
す
る
と

と
も
に
、
相

談
者
が
本
人

で
な
い
場
合

１人で抱えず、
� まず相談を
～労働相談ダイヤル

担当者研修会開催～

な
ど
の
対
処
法
の
仕
方
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本

的
な
労
働
基
準
法
に
つ
い
て
学

び
、
相
談
者
に
対
し
て
は
一
緒

に
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿

勢
を
示
す
こ
と
の
重
要
性
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
相
談
事
例
を
も
と

に
し
な
が
ら
、
少
人
数
で
の
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

一
つ
の
事
例
に
つ
い
て
、
何
が

問
題
な
の
か
、
相
談
者
は
何
を

求
め
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う

な
対
応
が
で
き
る
か
な
ど
、
よ

り
相
談
を
受
け
る
時
に
近
い
形

で
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。
最

後
に
労
働
相
談
ク
イ
ズ
を
行
い
、

「
労
働
相
談
Ｑ
＆
Ａ
」
の
第
一

八
版
を
用
い
て
知
識
を
深
め
ま

し
た
。

　

年
度
末
に
向
け
、
有
期
雇
用

労
働
者
の
雇
い
止
め
な
ど
、
不

安
を
訴
え
る
相
談
が
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
連
合
新
潟
で

は
、
相
談
者
に
丁
寧
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
解
決
が

で
き
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
き
ま
す
。

【
参
加
者
感
想
】

●
知
っ
て
い
る
よ
う
で
実
は
全

く
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
非

常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。「
Ｑ

＆
Ａ
」
は
こ
れ
か
ら
読
み
返
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
知
識
に
不
安
が
あ
る
状
況
だ

っ
た
が
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
労
働
相
談
を
は
じ
め
て

担
当
す
る
う
え
で
の
心
構
え
や
、

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

●
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ
る
実
例

に
基
づ
い
た
討
議
が
一
番
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
実
例
が
も
っ

と
あ
る
と
初
心
者
に
は
あ
り
が

た
い
で
す
。


